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Ad vances in Oto・Rhino-Laryngo1ogy 
Vo1ume 18，1972 
S. Karger社から毎年出版されているシリーズもので，第 18巻には次の二つ
の論文が掲載されている。
第 lの論文は R.Grohmann (ゲッチンゲン大学耳鼻咽喉科学教室)の“Der 
Drehnystagmns a1s gesetzmassige Folgeerscheinung der physikalischen 
Vorgange im gesunden mensch1ichen Gleichgewichtsorgan" というもの
で，物理学的構成からみたヒト迷路の眼振出現に対する理論的展開を試みてい
る。すなわち角加速度変化による回転眼振を前庭器官の物理学的構成に主点をあ
わせて解析し，第 l部では水力学的理論の上にたって膜と流体の方程式を解くた
めモデルとして両端を膜で閉ぢた直管を用いて近似し，内リンパ液の、流れ，クプ
ラの動きを分析，回転中，回転後のクプラの偏位，運動速度，圧などを水力学的
に求めている。しかし半規管の dimension内リンパ液の物理的特性，クプラの
弾性復元力などの機械定数にはなお未解決な点もあるため，これらの因子を用い
ずにむしろ回転刺激との時間的相関から数学的処理を行なうことを試み，理論式
を設定した。第 2部では回転刺激によって誘発された眼振と水力学的理論との対
応を試み，眼振の振幅と頻度とはクプラの動きと密な相関があることを見出し
た。さらに各年令層の機能を検討し，コンピューター処理を行なって各定数， 1ク
プラの張力，復元力などを眼振の fadingconstant から求めた。このような純
物理学的見地から前庭機能特に眼振に対する解析を与えた研究はきわめて少な
く，臨床的諸事実の解明に有意義な飛躍を与えるものと思われる。
第 2は B.Kellerha1s (パー ゼJレ大学耳鼻咽喉科学教室)の“AcousticTrau-
ma and Cochlear Microcirculation"という論文で，急性強大音刺激後に惹起
される内耳障害の病態と治療に関する実験的，臨床的研究という副題のついたも
のである。
実験的にモノレモットで 144.9dB:t1.31の Gunshotを聞かせ，有毛細胞消失数
を対照群とあらかじめ dextran40を投与した群とで比較し，後者に著明な効果
を認めた。また蛸牛第 2回転血管条における microcircu1ationを観察し，強大
音刺激対照群では毛細血管に homogenousmassが充満している像を確認した。
一方臨床的には dextran40による治療成績の向上を明らかにし得たという。
実験および臨床成績から考えて，音響外傷の病因として，一つは機械的因子に
よるコ Jレチ毛細胞の破壊，ほかは cellagonyの状態に到達した毛細胞の meta開 
bo1ic recoveryを microcirculationの不全性が抑制し，結果的に毛細胞の変
性を促進するものと推論している。また dextran40は上述の mass を除去する
のに効果があると結んで、いる。
この論文は強大音刺激によるコルチ毛細胞変化が機械的因子によるという従来
の一元的説明を著しく修正する必要を示唆するもので，治療面にも大きく寄与す
る内容といえよう。(金子敏郎)
〔千葉医会誌 49，221，1973J 
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